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遠隔教育による手話通訳者養成 

－北コロラド大学 DOIT センターの取り組み－ 

 

筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 

特任研究員 石野麻衣子 

 

１．はじめに  

アメリカでは、主に高等教育機関で手話通訳者

を養成しており、そのうちの約 25％が 4 年制大

学で実施されている。今回訪問した北コロラド大

学 DOIT センターでは、学士号（Bachelor of 

Arts degree ＝ BA）取得が可能な手話通訳者

養成課程（以下、学士号取得プログラム）、及び、

手話通訳者の現任研修を、インターネットなどに

よる遠隔教育によって行っている。本稿では、学

士号取得のプログラムを中心に、DOIT センター

がどのように遠隔教育による手話通訳者養成を

実現しているのかについて報告する。 

 

２．DOIT センター概要 

 “DOIT”とは、Distance Opportunity for Interpreter Training を省略した名称であ

る。1993 年設立の同センターは、質の高い教育で質の高い通訳者を育て、ろう者に社会

への対等な参加の機会を提供することをミッションとしている。そのため、都心部と比較

して通訳教育を受ける機会の少ない地方の通訳者にもその機会を提供するため、オンライ

ンによる遠隔手話通訳者養成を行っている。 

 DOIT センターで現在提供しているプログラムには、以下の４つがある。 

 

１）BA in ASL-English interpretation（学士号取得プログラム） 

学士号取得可能なプログラムである。入学条件は、会話をするのに十分とされる ASL１

～４をクリアしていること、ろうの専門家が作成した入学試験を受け、合格することであ

る。受験者のうち 35％は基準に満たず不合格になるなど、厳しいテストになっている。こ

のような条件を設定するのは、オンラインで手話そのものを教えることは不可能であると

考えているからである。そのため、すでに手話を学び、コミュニティとのつながりのある

通訳者を対象者とすることになっている。また、卒業後の全米手話通訳者協会認定試験に

合格するには、一から学んでいたのでは時間が足りないため、ある程度の技術を持った学

写真１ DOIT センター ディレクター 

Leilani J. Johnson 氏 
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Q フルタイムで雇用されているスタッフ通訳者の給与は？ 

 最も技術レベルが高く、経験も豊富な通訳者で、年収 5 万ドル（≒500 万円）である。 

 

Q VRS を担当している通訳者は、聴者に対して通訳者であることを名乗るか？ 

 普段は VRS を間に挟んでいることを簡単に伝えるのみである。ただし、ろう者が「説明

しないで」と言うこともあるので、必ずというわけではない。 

 

Q 通訳後のろう者からのフィードバックや、技術向上のための研修はあるか？ 

 ろう者からのフィードバックに関しては、技術の問題ではなく、髪の色が気にいらない、

性格が合わないといった通訳者との相性の問題もあるので、それですぐに通訳者を解雇す

ることはない。 

研修については、もともと技術の高い通訳者が多いので、さらなるレベルアップのため

のワークショップを提供している。この他に、外部で研修を受けるための費用として、通

訳者一人ひとりに年間 300 ドルを支給している。研修ではないが、年間のべ 30 日分のマ

ッサージ代も支給している。 

 また、北コロラド大学の学生たちのインターンシップも受け入れている。プログラムは

160 時間で、昨年は 2 名在籍していた。 

 

Q 通訳者雇用時の条件は？ 

 まずは全米手話通訳認定資格を持っていることが条件になるが、全米手話通訳認定資格

を持ってない場合でも他に特別な技能を持っていれば雇うこともある。RID 認定資格を最低

条件としているので、面接をしてみて、VRS やその他の難しい仕事ができる力量があるか

を見極めて雇用する。 

 

Q コミュニティ通訳及び VRS の通訳派遣数は？ 

 コミュニティ通訳は週に 200 時間、VRS は週に 400～500 時間である。 

 

                                                  
① Tele Typewriter の略称。キーボード、プリンタなどから構成され、文字をホストコンピューターへ入

力したり、逆にホストコンピューターからの出力を印字させる。電話回線や専用線を通じて、2 地点間の

情報の送受信に用いられてきた。 

 
② Communication Access Realtime Translationの略称で、速記タイプライターのこと。文字による情

報保障手段のうち最も主要な方法の一つとなっている。特殊なキーボードを用いて、複数のキーを同時に

タイピングすることで、単語や音節の組み合わせを入力できるものであり、一般的なキーボードよりも少

ないキーストローク数で多くの文字を入力できる。白澤麻弓（2008）ICTを用いた聴覚障害学生支援．メ

ディア教育研究，5（２），35－43． 

 
③ 1990 年に制定された Americans with Disabilities Act のこと。通称 ADA 法。障害者への差別を禁

じ、機会平等を保障している。 
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Q このような現場での実践力や判断力は教育によって伸ばせるものなのか？ 

実際に現場のデマンドを正しくとらえる練習をしていくと、場面の分析力は著しく伸び

る。ただ、はじめから通訳現場を対象にしてしまうと、場面が複雑すぎて何から見ればい

いのかわからない。そのため、最初は聞こえる人同士の会話や活動場面で、できるだけ身

近な例を教材にして練習するとよい。 

また、こうしたトレーニングは手話を学習し始めるのと同時に実施していくことが重要。

近年の医学教育でも、1 年生のはじめから患者に出会い、彼らとの接し方を学んでいる。こ

うすることで、テクニカルな技術の成熟と同時に実践技術を高めていくことができる。 

 

Q デマンドの種類のうち、人間間デマンドの中で「思考世界」という言葉が出てきた。話

者の思考世界を把握する力というのは通訳者にとって非常に重要だと思うが、この養成方

法は？ 

若いうちからとにかくいろいろな世代・業種の人に会って、話す機会を与えると良いと

思う。特に、実際の場面でまず学生達に話者がどのように考えているのかを想像させ、デ

マンド分析などを行った後に、話者に対して実際にはどういうことを考えていたのかを聞

いてみるといい。こうして直にさまざまな人の考え方を聞くことで、他人の思考世界に対

して興味を広げることができる。 

 

 

参考文献 

Robyn K. Dean & Robert Q. Pollard (2001) Application of demand control theory to 

sign language interpreting: Implications for stress and interpreter training. 

Journal of Deaf Studies and Deaf Education, 6(1), 1-14. 

Robyn K. Dean & Robert Q. Pollard (2005) Consumers and service effectiveness in 

interpreting work: A practice profession perspective. In Marc Marschark, Rico 

Peterson, Elizabeth A. Winston (Eds.), Interpreting and interpreter education: 

Directions for research and practice. New York: Oxford University Press.  

Robert Q. Pollard & Robyn K. Dean (Eds.) (2008) Applications of Demand Control 

Schema in Interpreter Education. Deaf Wellness Center: University of Rochester 

School of Medicine. 

白澤麻弓（2009）対人専門職（Practice Profession）としての手話通訳者―手話通訳モデル

のパラダイム変換―. 聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして―アメリカ視

察「医療分野で活躍する聴覚障害者の職場・教育環境」報告書. 60-64. 

聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 54 －





－ 56 －



－ 57 －

～特別寄稿～　音声言語通訳者から見たアメリカにおける手話通訳者養成とそれを取り巻く環境



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 58 －



－ 59 －

～特別寄稿～　音声言語通訳者から見たアメリカにおける手話通訳者養成とそれを取り巻く環境



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 60 －





聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 62 －





聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 64 －



－ 65 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 66 －



－ 67 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 68 －



－ 69 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 70 －



－ 71 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 72 －



－ 73 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 74 －



－ 75 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 76 －



－ 77 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 78 －



－ 79 －

巻末資料



聴覚障害学生サポートネットワークの構築をめざして

－ 80 －



－ 81 －

巻末資料





 

 

 

 

 

 

 

Entry-to-Practice Competencies 

（北コロラド大学 DOIT センター） 

 

 

 

 

 

 

本資料「Entry-to-Practice Competencies」は、アメリカ連邦政府の資金

援助を受け実施されたプロジェクトの成果である。本資料の詳細は、北コロラ

ド大学 DOIT センターのサイト（http://www.unco.edu/doit/）よりダウン

ロードしていただくか、このプロジェクトについてまとめられた、下記書籍を

参照されたい。 

 

・「Entry-to-Practice Competencies」ファイル 

http://www.unco.edu/doit/Competencies_brochure_handout.pdf. 

・書籍名および出版元 

Anna Witter-Marithew and Leilani J. Johnson (2005) Toward 

Competent Practice : Conversations With Stakeholders. RID 

(https://www.rid.org/acct-app/index.cfm?action=store.main.)  
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